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日進市「健やかにっしん・ヘルピーネット」
～愛知県医療療育総合センターとの広域連携～
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「健やかにっしん・ヘルピーネット」地域包括ケアシステムの推進

行政を含めた多職種間・異業
種間の情報連携と共有

1チームでの
患者支援を実現

疾病・服薬・バイタル状況の共有患者さんの「くらし」の記録

各専門職の訪問結果（過去も含む）国からの通知・連絡

日進市

各市町村の登録事業所、
利用者への周知・連絡
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はじめに
「ここのーと」は患者さん・ご家族のプライバシー保護を厳重に図りながら、患者さん・
ご家族から「くらしの記録」（例：日々の日記、くらしのようす）を急性期病院、地域のか
かりつけ医・多職種に共有することで、各専門職から的確な在宅療育の支援を受けることが
可能になります。

「電子＠連絡帳」と「ここのーと」を連携して利用することにより、患者さん・ご家族の
最新の治療計画、在宅療育環境、不安に思っていることなどの情報が瞬時に専門職間連携さ
れ、複数医療機関での外来での診療においても、他の病院での治療計画が事前に専門職間で
共有されることで、より質の高い細やかな診療計画と対応が可能となり、患者さんの不安の
軽減につながります。

情報記入
情報閲覧

多職種支援チーム

医師 看護師 訪問介護
員薬剤師 ケアマネ

ジャー
学校デイケア

職員

本人（患者）/家族

システム連携

「くらしの記録」を共有

患者(本人)患者家族

＜連携イメージ図＞ ＜システム連携イメージ図＞
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愛知県医療療育総合センター「このはネット」
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2021年4月1日より、愛知県医療療育総合センターで「このはネット」運用が開
始されました。

＜事業目的＞
医療的ケアを必要とする障害児者のプライバシー保護を厳重に図りながら、

患者さんやそのご家族を中心として、行政、教育機関、医療機関、施設、薬
局、訪問看護ステーションといった在宅サービス提供者を電子ネットワーク
で結び、その方の医療・福祉サービスの情報の一部を共有することによって、
質の高い医療と療育環境を提供することを目的としています。
「このはネット」は、医療・福祉従事者を始めとする支援者が利用する
「電子＠連絡帳」と、患者さんやそのご家族が利用する「ここのーと」で構
成されています。

各地域の「電子＠連絡帳」

愛知県医療療育総合センター「このはネット」との連携
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愛知県医療療育総合センターとの「電子＠連絡帳」広域連携協定での実施施策

小児専門医／
看護師

患者・家族

かかりつけ医師
／訪問看護

愛知県医療療育総合センター 日進市

障害児者医療に関する知識・技術の
地域への還元

外来や地域の在宅訪問結果
の情報共有

「電子＠連絡帳」
広域連携協定

このはネット 健やかにっしん・ヘルピーネット

在宅医療外来受診
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患者IDは１つで生涯のヘルスケアレコードを蓄積
「電子＠連絡帳」の患者IDは生涯１つであり、引っ越しなどで居住
地域が変わってもこれまでの既往歴は蓄積され、各地域の医師は
患者さんのこれまでの既往歴を参照しながら、小児急性期病院との
連携により患者さんの在宅療育継続の支援が可能です。

愛知県医療療育
総合センター

「電子＠連絡帳」広域連携機能

在宅療育
支援

検査入院

A市

在宅療育
支援

検査入院

B市

Aさん

Aさん

Aさん

ヘルスケアレコード
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愛知県医療療育総合センター
～「電子＠連絡帳」「ここのーと」導入効果に関して～

■患者・ご家族の負担軽減
１）今までは、患者さんの利用する「医療機関、訪問看護ステーション、介護施設の処置内容」に
関して、家族（主にお母さん）から情報をもらわないと分からなかった（お母さんが一生懸命
に関係機関と連携）が、「電子＠連絡帳」を導入し患者支援チームが連携することで、外来診
療の情報、地元かかりつけ医の在宅訪問の結果、歯科医師、眼科医師、複数個所の訪問看護ス
テーションの処置内容などの患者支援の情報が事前に患者支援チームで分かるようになった。

２）愛知県医療療育総合センターで行っていた医療処置が、地元のかかりつけ医でも行えるように
なった。（かかりつけ医を後方支援病院として、愛知県医療療育総合センターが支援）

３）愛知県医療療育総合センターからオンライン診療を受けられるようになった。
（オンライン診療の結果を「電子＠連絡帳」で患者支援チームに共有）

■「ここのーと」の導入
１）自宅で子供ができたこと（理学療法）を患者支援チームに知ってもらえる。
２）栄養指導など食事の状態を知ってもらい、次回の外来時に具体的な相談をしてもらえる。
３）愛知県医療療育総合センターだけでなく、地元の介護スタッフにも一緒に知ってもらえる。

【先行導入事例】愛知県医療療育総合センター⇔瀬戸市

「愛知県医療療育総合センター」は患者・家族連携「ここのーと」を導入し、ICTを活用し
て瀬戸市在住の「医療的ケア児・者」患者・家族の支援を進めています。導入効果として
下記事例をもらっています。
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愛知県医療療育総合センター「このはネット」②

在宅で「できたこと」を医師や支援メンバーに共有
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愛知県医療療育総合センター「このはネット」②

食事の状態の共有
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「ここのーと」（患者・家族）投稿事例

病院への検査入院



11

生活環境を整える

呼吸器

アルコー
ル綿花

ＳｐＯ２

モニター

加湿器

吸引

チューブ

吸引器

回路の

固定

空調マット

子どもらしい
可愛い部屋

介護者の
負担にな
らない高
さ

家族から在宅でのようすの連携①
～医療機器の説明や検査入院の環境整備

に役立つ情報～
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「スポンジ」
回路が当たらないよう

顎の下

「体位変換用タオル」

「大きいバスタオル」

「オムツシート」
唾液で服を濡らさないよ
うに肩を覆ってください

「ガーゼのハンカチ」
ほっぺの下

「５本指手袋」

「ハートのクッショ
ン」
足の下に

「大きなガーゼタオル」
回路の熱線の下に敷き

熱から守る

僕のこと
よろしくお願
いします。

誰でもわかる手順書
～ノートを写真で撮影
し連携するだけでも情
報連携に役立つ～

レスパイト情報
～患者さん情報の連携～
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【患者・家族向け】
ここのーとの画面

参考資料
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「ここのーと」ログイン①

ログインID・パスワードを入力します。

お手持ちのPCやスマートフォン、
タブレットからアクセス可能です。
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「ここのーと」ログイン②

登録しているメールアドレスにワンタイムパスワードが送信
されます。ワンタイムパスワード（数字４桁）を入力します。

入力
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ここのーと投稿（患者から支援チームへ）

最上部が「みんなにつぶやく」
になっていることを確認します。

❶

「今日はどんな1日でしたか？」
をタップ、またはクリックします。

❷

※注意※
「みんなにつぶやく」は患者の支援チーム全員とやりとりができます。
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ここのーと投稿（患者から特定の専門職へ）

最上部が「先生とのやりとり」
になっていることを確認します。

❶

※注意※
「先生とのやりとり」は特定の専門職とやりとりができます。
宛先を間違えないように注意してください。

画面中段に宛先設定
があります。

「今日はどんな1日でしたか？」を
タップ、またはクリックします。

❷
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バイタルの入力
患者・家族からのバイタル情報の入力
例
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スケジュールの入力と共有
画面右下部の「 」ボタンをタップするとスケジュール画面へ遷移します。。

4

4

4

20

20
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【専門職向け】
「電子＠連絡帳」での「ここのーと投稿」確認
と患者・家族への投稿
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「ここのーと」専門職が利用する画面での投稿の見え方

患者さん、ご家族に公開されている
投稿は「患者に公開」のマークがつ
きます。

患者さん、ご家族からの投稿は、
緑の枠がついきます。

患者さん、ご家族が入力したバイ
タル情報を確認できます。

「電子＠連絡帳」で患者さん・ご家族からの投稿を確認します。
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「ここのーと」専門職から患者さん・ご家族への投稿画面

メッセージが送信される宛先（患者
さん、ご家族）を確認します。

「ここのーと」連携ボタンを押すと、
患者さん、ご家族にメッセージを送
信できる投稿画面が表示されます。

「ここのーと」投稿の場合、緑の枠
で表示されます。

「電子＠連絡帳」で患者さん・ご家族にメッセージを投稿します。
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